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「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育

【夏休みで静かだった島に活気が戻る時！新たな２学期を迎えるために！】

十島村教育委員会教育長 木戸 浩

７月１９日の終業式のあと，２０日の便で山海留学生はもちろん，地元の児童生徒も数多く上鹿していま
した。各島は，一気に子どもたちの笑い声や元気に駆け回る姿が無くなったように感じられたのではない
でしょうか。台風５号の影響で，先生方も同じ船で上鹿された方々も多く，まさに閑散とした学校になって
いたのではないでしょうか。また，台風通過後は毎日のように真夏日が続き，熱中症アラートが何度も発令
されて心配されたところだと思います。これからも水分補給や休憩をこまめに取って，健康管理にも努めて
いただきたいと思います。
さて，今年も先生方は給食調理員さん方の協力を得て，７月２９日と３０日の２日間，鹿児島市で実施し

ました「十島村教育研究大会」に出席することができました。この大会は，十島村の先生方が一堂に会し，
様々な分科会に分かれて話し合ったり，国の施策の講話を聴いたりする研修会です。全員が直接会って情
報交換する機会もこの時だけです。合計１３人の外部講師にもお越しいただき，非常に意義ある研修会に
なりました。夏休みの間に，リフレッシュをした上で「研修と修養」に努めながら，また１歩力量を高めて，２
学期からの授業に臨んでいきます。子どもたちと一緒に頑張る先生方も温かく見守っていただければ幸い
です。

「対馬丸を想い起こして，恒久平和を願います！」
～戦争の悲惨さを将来に伝えていきましょう～

十島村が，沖縄や奄美大島・小笠原諸島と同じように，戦後アメリカの統治下に置かれ，占領されてい
たという歴史を知らない子どもたちがいます。山海留学生や義務教育学校の児童・生徒ですら，口之島に
ある北緯３０度線の存在をまったく知らない子もいます。ひょっとするとＩターンでいらした方々の中にも知
らない方もいるかもしれません。
十島村が１９５２年（昭和２７年）２月４日に日本復帰を果たし，同年２月１０日に十島村が発足しまし

た。２０２２年２月１０日に，本土復帰７０周年記念式典を役場で行いました。
悪石島沖で，アメリカの魚雷を受けて沈没した『対馬丸』のことが，ここ最近大きく報道されています。学

童７８４人を含む１４８４人が亡くなっています。そればかりか中之島沖でも『武洲丸』という船が沈没して
います。たくさんの犠牲者が中之島にも流れ着いたと聞いております。これらの辛い歴史ですが，後世に語
り伝えていかなければならないことだと感じています。非常に辛く悲しい思いをされた方々が多いと思いま
すが，風化させないためにも，今の若い世代に伝えていただけないでしょうか。戦争の記憶を持っていらっ
しゃる方々が，どんどん少なくなってきています。「語り部」として，平和な世の中を守っていくために，どう
か各学園の子どもたちにも，語り継いでいただけたら幸いです。
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トカラウマ
産まれました

県の天然記念物中之島
のトカラウマの子馬が，
２年ぶりに2頭（メス）誕
生しました。
中之島で生息している
トカラマは，全部で１7頭
になりました。

海外派遣留学生報告会

本年度の十島村海外派遣ホームステイ事業
で，オーストラリアに派遣された５人の留学
生の帰国報告会が開催されました。
海外の学校体験やホストファミリーとの生

活や交流体験など様々な視点で学んだことを
報告しました。

県立図書館の巡回図書が始まります。セブンア
イランド移動図書と一緒に貸出しを行います。
多くの本と出会いを楽しみにしていてください。

「宝島ってどんな所なの。」
六さい年上の姉に聞いた言葉。私の姉は，今の私と同
じ四年生の時に一年間だけ宝島に山海りゅう学をして
いた。姉から宝島の話を聞くうちにだんだん私も宝島
に行きたくなってきた。そして，三年生の十二月，私は，
宝島に行くことを決断した。私が宝島に行きたいと思っ
た理由は，たくさんある。でも，一番は，星を見てみた
いと思ったからだ。私の住んでいる東京は，周りが明る
すぎてあまり星は見えない。でも，姉は，宝島の星はと
てもきれいだと教えてくれた。だったら，何でも知りたい
私は，なおさら自分の目で見たいと強く思うようになっ
た。
四月八日，新学期がスタートした。同級生は，私を入

れて三人。そして，三年生が二人のクラスだ。私は，毎
日，宝島に来て，やってみたかったことにどんどんちょ
うせんした。仲間としゅう落内おにごっこをしたり，水泳
大会では，海で五十メートルを泳いだりした。でも，ま
だ，宝島で一番見たかった星の観さつはできていな
い。それでも，この一学期でたくさんの思い出ができ
た。
私は，山海りゅう学をして，宝島が大好きになった。

みんな元気にあいさつをしてくれるし，自ぜんはきれい
だ。港には，私を出むかえてくれたへき画もある。これ
から先，東京にもどったとしても，いつか宝島にもどっ
て来たい。今では，そんな風に思っている。そして，これ
からも宝島でたくさんの「宝物」を見つけていきたい。

【小宝島学園からのメッセージ】
教諭 坂元 佑佳

十 島 村 で 学 ぶ

【宝島ですごして考えたこと】
宝島学園 ４年 川嶋 小春

小宝島に赴任して２年。児童・生徒をはじめ，先
生方や地域の方に支えられながら楽しく充実した
日々を過ごしています。職員室は話題に事欠けるこ
となく，にぎやかな毎日です。赴任前は，お店のな
い生活に不安を感じずにはいられませんでした。し
かし，今となっては材料が手に入らず，作りたい料
理をすぐに作れないという不満があるくらいです。
ここ小宝島の人口は少ないですが，その分地域と
密に関わることができます。釣りの最中，声をかけ，
エサをつけ，釣った魚を針から外し，そして下処理
までしてくださる方やトビウオ漁に参戦させてくだ
さり，トビウオの処理の仕方まで教えてくださる方，
珍しい料理を教えてくださる方，小宝島の習慣や伝
統を教えてくださる方，豊かな経験，知識，技能を
持っていらっしゃる方々から生きた知識やその生き
方を学ぶ貴重な経験をさせていただいています。
また多くの行事があり，毎年いろいろな思い出を

つくることもできます。５月に行われた交流学習，昨
年度の職場体験学習に引き続き引率者として参加
しました。十島村の後期課程生や先生が一同に集
まり研修することの大変さを知るとともに，同じ時
間を共有することで十島村後期課程生・職員として
の絆を深めることができたとも実感しました。その
後の合同TV会議でも，自然と笑顔で互いに生徒
たちが交流する姿をみてうれしく思いました。「とし
まはひとつ」交流学習での合い言葉を胸に，これか
らも様々な学びを深めていきます。

気軽に行き来することがなかなかできない十島
ですが，互いに交流を深めて新たな発見や学びを
深めていきたいです。Team 小宝をよろしくお願い
します！

令和６年７月５日
南日本新聞

「子供のうた」

令和６年５月９日 南日本新聞「子供のうた」


